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参加した皆さんからの感想

大槌高校の学校生活や日々の様子を町民の皆さんにお伝えします！
大槌高校だより 大槌高校HPやnoteでも

学校生活の様子を
発信しています！

　これから新しいスタートをきる３年生。
　変化の激しい社会であっても、大槌で育った 18 年間で身に付けた自分の強み（ハンマー）を糧に、前に
進んでいけると信じています。３年生が大きな成長を遂げたのも、多くの地域の皆さんの温かいご協力のお
かげです。18 年間、ありがとうございました。　おしゃっちで１月 25 日（木）、令和５年度の「ふるさと科」や「三陸みらい探究」の取り組みの発表、町

を代表して視察研修した先生の皆さんの報告、そして年末に上映会を行った映画『みんなの学校』のモデル
となった大空小学校初代校長の木

き

村
むら

泰
やす

子
こ

さんの講演会を行いました。児童生徒の発表では、大槌学園５年生
による「イトヨ」や、吉里吉里学園６年生の「鮭」など、大槌町がずっと大切に守ってきた自然にまつわる
学習の成果を、各学園で工夫して発表しました。大槌高校の飛

ひ

田
だ

冴
さ

英
え

さんによるマイプロジェクトの発表は
「対話」をテーマに、大人もいろいろと考えさせられる内容を堂々と伝えていました。木村さんの講演では、
映画の後日談や、今もなお、教育や子どもたちに対する熱い思いを持って精力的に活動されていることなど
をお話しいただきました。木村さんは「（発表した）子どもたちの姿から、大槌町は地域全体で子どもを育
てていることがわかる」と、今回の発表会を講評いただきました。これからもみんなで目指す「大槌の教育」
に向かって、子どもだけでなく教員も学び続けますので、応援をよろしくお願いします！

・ 自分たちが住んでいる町を愛し、町について学ぶ姿、そして園の時と比べ、本当に大きく成長した姿に感動
した。私自身も子どもを育てる立場から、今後もっと大槌の魅力について伝えていきたいと思った。（保育関係）

・ 小学生の皆さんの学びの成果に、大変感動した。大槌の地域で学んだことがきっと子どもたちの心に残るも
のになっているのではないかと思う。そこから成長した高校生の発表も大変頑張っていた。０歳から18歳
の学びが連続的に成長につながっているのだろうと感じた。（高校職員）

・ 学びの目的は「その子がその子らしく育つこと」という言葉が印象に残った。自分もできないことばかりに
目を向けるのではなく、無理な時は先輩たちの協力を仰ぐ姿勢が大切だと学んだ。（教員）

・ 日ごろの子どもへの接し方、言葉がけ、教育観についてハッとさせられる内容だった。子どもが主体となる
ことが重要であることを頭では理解していても、振り返ってみるとこちらの都合で無意識に教師主体になっ
ていることがあるのではないかと猛省させられた。（教員）

・ さまざまな新しい視点をいただいたが、特にも「学校のキャパを広げる」という視点がとても共感できた。「特
別」という枠で多様な生徒の枠を確保するのではなく、今ある「学校」の枠を広げて全ての子どもが自分ら
しくいることができる場所をつくりたい。（教員）

・ もう一度、どんな子どもたちの姿を目指していくのかを、もっと具体的に、もっとはっきりと、みんなで明
らかにしていきたい。今、自分の中では、それが明らかでないので、迷うことが多い。講演会は勉強になっ
たし、そしてたくさんのことを考えた。終わってから同僚と「答えのない問いについて」議論をした。その
ようなきっかけを作っていただいてありがたかった。（教員）

学びは楽しい～児童生徒実践発表会・全体研修会
私が18年間で身につけた“大槌”(ハンマー)

　3 年間お世話になりました。1 期生で不安もありましたが、地域の
人の応援がなかったら、ここまで頑張ってこられなかったと思いま
す。初めて親元を離れて生活しましたが、地域の皆さんが身内のよう
に接してくださり、優しい言葉をかけていただいたことが支えになり
ました。4 月には大槌を離れてしまいますが、ここでの生活を励みに
進学先でも頑張っていきたいと思います。本当にありがとうございま
した！

「はま留学」の１期生が卒業します！
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